
   

 
 

はじめに 

 

 

 道路交通騒音対策は騒音に関する理解を深めた上で進めることが大切です。

そこで、騒音対策を進めるにあたって、把握しておくことが望ましい知見等を

文献、担当者への聞き取り調査、および現地調査等に基づいて整理しました。 

本参考資料が騒音対策の一助となることを期待します。 

 

 
 

 
 



   

 
網掛け、転写、引用、および注釈 

 

  
本資料での網掛け、転写、引用、および注釈は、以下とした。 

 
1) 網掛け 

本資料の読者が、把握しておくことが望ましい部分、および注意事項には黄色の網掛け

をした。 
 
2) 法令・マニュアル等からの転写 

法令等は、原文を加工して解説すると正確さが損なわれるので抜粋して転写し、破線で

囲み、下記のように表記した。また、把握しておくことが望ましい箇所等には黄色の網掛

けをした。 
 

元となった法令等(例：環境基本法 （抜粋）)  
転写部分 
 

 
3) 文献等からの転写 

参考の程度が高い文献、および web site は抜粋して転写し、破線で囲み、下記のように

表記した。また、把握しておくことが望ましい箇所等には黄色の網掛けをした。 
 

資-資料番号 資料名(例：資-1.1 環境基準の達成状況（平成 24年度）(1) 1))   

転写部分 
 

 

 
4) 引用 

 “ 1),2),3)・・ ”のようにカッコと番号をつけ、巻末に引用元の参考文献のリストをつけ

た。website からの引用はアドレスを記載したが、容易に検索できるものは省略して

“,website”と表記した。 
 
5) 注釈 

 “ * 1, *2,*3・・・”のようにアスタリスクと番号をつけ、段落、頁等の末部で解説した。

番号は各頁等で 1 からはじめた。 
 

 
 


